
「ゴール」を明確にした授業（国語・総合）と学習発表会の取り組み

── マレーシア・ジョホール日本人学校での実践から ──

前在マレーシア日本国大使館付属ジョホール日本人学校　教諭

岩手県二戸市立金田一中学校　指導教諭　辻　村　順　子 　
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１．はじめに

　「マレー系　チャイニーズ系　インド系　不思議な街の一人となれり」。

　これは、マレーシアのジョホール日本人学校で担任した中学生の一人が詠んだ短歌である。この歌の通り、マ

レーシアは多民族国家であり、異なる宗教の人々が平和に暮らす不思議な国だった。しかし、このことが、日本

という国で育った私たちにとっても子供たちにとっても、最も強く「民族とは」「郷土とは」について考えさせ

ることにつながったと思う。

２．3 年間の日本人学校での指導経験

　たった3年間の貴重な派遣期間だが、幸いにも中学校1年担任・国際交流担当・小学校4年担任と、毎年違う

経験を積むことができた。

　その中で、特に国語科と総合的な学習の時間の授業、学習発表会での劇について、述べたい。

３．現地での取材を「発信する」

　子どもたちは、全国各地から転校してきて、個々の文化をのびのびと出しきれない寂しさも抱えている。それ

により、現地での生活を否定的に感じてしまうこともある。

　そこで、マレーシアでの生活や自己の在り方を肯定的・主体的に考えていくことをねらいとし、「発信＝相手

を意識した表現活動」に楽しく取り組ませようと考えた。

（1）日本の小学校とスカイプで交流

①「マレー村」校外学習

　小学4年生の総合的な学習の時間にマレーシアの文化や自然について、文化施設「マレー村」への校外学

習で体験的に学ぶ計画を立てた。活動のねらいを明確にし、意欲を更に高めるため、校外学習のねらいを、

マレー村で調べたことを、「日本の小学生に伝えよう」とした。

②静岡市の小学校に「Skype」でクイズ

　マレーシアの植物や食文化、伝統的な楽器や産業などについて、「マレーシア・クイズ」を作成し、前年

度に帰国した派遣教員の在籍する静岡市の小学校に協力をお願いして、クイズに答えてもらうスカイプ授業

を行った。静岡の小学校からは、東京での修学旅行の様子を伝えてもらった。

〈マレーシアクイズの例〉

・バナナの花は何色でしょう？

・ココナッツの「ココ」は、ある動物を指します。なんという動物でしょう？

・カカオの実の中の種は、どんな味？

③意欲が向上

　前年度、自分たちに理科の授業をしてくれて大好きだった先生の顔が見られることもあり、子どもたちは

大変意欲的に調べたり問題を作ったりした。楽しく「伝える」という目的が明確であったことにより、取材
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もマレーシア独特の文化をどのように伝えると楽しんでもらえるか、わかりやすいかという観点が生まれ、

児童の取り組み姿勢に高い意欲が見られた。

（ 2）小4国語科 ～危険防止「壁新聞」の作成

　マレーシア生活の中で危険な場所や行動などの注意事項を調査することにより、現地生活について、主体的に

考える機会とした。また、調査方法はコミュニケーション力を高められるよう、聞き取りで行うようにした。

　書く学習では、調べたことを「誰に、何の目的で」伝えるかが、大切である。事前に「相手意識」「目的意識」

を明確にして、学習活動を進める必要がある。「理解」から「表現」に変換していくときの重要なポイントである。

　この壁新聞は、日本に帰国する際持ち帰り、中学校の廊下に掲示したが、他のマレーシアに関する資料と比較

して、中学生が特に興味を持って読んでいた。

（3）日本人学校だからできた ～小4方言劇「ユタと不思議な仲間たち」

①「2分の1成人式」に向けて

　小4は、生まれて10年目。全国的に「2分の1成人式」という儀式的行事が行われている。小4担任は初

めてだが、2月に計画した「2分の1成人式」に向けて、学年の学びを集約していくことにした。

②命の大切さを考えるために ～劇「ユタと不思議な仲間たち」

　「生きたくても生きられなかった」「食べるものがなくて、成長できなかった」「親に捨てられた」座敷わ

主なテーマ 調査した内容 聞いた相手

1 「非常口」や「助けて」

などの表記・表現

児童たちは、日常生活の中でほとんど現地の言葉を使うこと

がなく、挨拶表現程度しか知らない。そこで、万が一の場合

に備えて、危険を回避したり助けを求めたりする方法につい

て調べた。英語とマレー語、中国語の表現と表記を聞いた。

マレー人の用務

員さん

2 身近な感染症 日本でも感染者が出て、広く知られた「デング熱」の怖さや感

染経路、蚊を発生させないような注意点、またヘイズ（Haze: 

煙害）の恐ろしさや注意点について調べた。

保健の先生

3 誘拐や強盗が発生した

場所

日本人を狙った誘拐や強盗などの事件が発生した場所を地図

にして説明し、注意を呼びかけた。

現地に長い日本

人事務員さん

4 落雷や飲み水 地震がない一方、落雷やスコール、渇水や断水の多いマレー

シアでは、自然環境との付き合い方にも注意が必要である。

マレー人事務員

さん

校外学習で見聞きしてきたことを、静岡市の小学 6 年生に「マレーシアクイズ」として出題する様子
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らしの悲しみを訴えさせることで、今ある自分たちがいかに恵まれた存在であるかを知り、感謝の気持ちを

芽生えさせることができた。

③日本人学校ならではの「全国各地の方言劇」

　学級には、北海道・岩手・東京・神奈川・大阪・岡山・福岡の子どもたちがいた。台本を共通語で書き、

それぞれの家庭の協力をお願いし、夏休み中に家族と一緒に方言に書き直してもらった。

④劇中の「お国自慢」

　劇中に「ついたら食べよう」という劇を入れ、「自分の故郷こそが日本一！」という「ふるさと自慢」を

全員のセリフに入れた。一人ひとりが熱心に調べ、郷土料理や特産物を、張り切って独特の方言でPRする

ことができた。

　日本を離れて暮らす子どもたちの、愛郷心をのびのびと発揮させることができた。

⑤その後の変化

　方言劇に取り組んでから、教室内にそれぞれに解放されたお国言葉が飛び交い、声や表情がますます明る

くなった。また、お互いの方言を聞きあったり、真似し合ったりして遊ぶこともあり、文化の認め合いが感

じられた。

　また、岩手県の妖怪「座敷童」を知ったことで、日本各地に言い伝えられている「お化け」「妖怪」につ

いて調べたくなり、その土地の文化や言い伝えについて勉強するきっかけにもなった。

　一番大きな変化は、この劇のあと、教室の中が一層開放的になったことである。

４．日本人学校の特質を生かす

　日本人学校の特質は様々あるが、良さとしては一般的に外国語の習得しやすい環境であることや保護者が教育

熱心であることなどがあげられるだろう。また、不足している経験としては、子どもたちが外に自由に遊びに出

かけたり、大人になるまで長くつきあう友達を得たりすることの難しさなどがある。

　いずれにしても、日本と同じ学校教育を受けられるよう努力するだけなく、彼らにとって気持ちや活動で不足

しがちな部分を補ってあげることも必要だと考える。

　在外教育施設で明るく元気に学ぶ子供たち、そして派遣教員である私たちに訪れるのは、繰り返される「出会

いと別れ」。ここにいる子どもたちは、「出会い」の喜びと貴重さ、素晴らしさを身にしみて理解している。

－ 94 －



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.7
  /CompressObjects /All
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 450
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [300 300]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


